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第 23 回九頭竜川流域委員会
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平成 16 年 7 月福井豪雨 足羽川洪水災害調査対策検討会の位置付け 
今回の福井豪雨による甚大な洪水災害の発生に伴い、知事が緊急的に設置した専門家による

検討会である。洪水発生から氾濫被害までの実態を把握するとともに、今後の治水対策等の方

向性を検討し、知事に提言を行うものである。 

河川整備基本方針 社会資本整備審議会（一級河川） 
・基本方針 都道府県河川審議会（二級河川） 

（都道府県河川審議会がある場合） ・基本高水 
・計画高水流量配分等 
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九頭竜川流域 
足羽川洪水災害 

委員会 
調査対策検討会 

公聴会の開催等 意見 
住民意見の反映 ・災害発生の実態把握 

・再発防止の方向性等 河川整備計画案の決定 
意見 超過洪水対策等 

地方公共団体の長 
（市町村） 

河川整備計画の決定・公表 

河川工事、河川の維持 

 
今回の検討会は、審議対象を平成 16 年 7 月の福井豪雨に限っている。今回の災害の実態を把握

し、河川施設や危機管理体制等の検証を行うこと、および、再度災害防止の観点から、治水対策の

方向性、警戒避難対策を審議することを目的とし、とりまとめ結果については、知事へ提言を行う。 
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「平成 16 年 7 月福井豪雨 足羽川洪水調査対策検討会」について 

 
今回の検討会は、審議対象を平成 16 年 7 月の福井豪雨に限っている。今回の災害の実

態を把握し、河川施設や危機管理体制等の検証を行うこと、および、再度災害防止の観点

から、治水対策の方向性、警戒避難対策を審議することを目的とし、とりまとめ結果につ

いては、知事へ提言を行う。 
 
 
 
調査検討項目 

①洪水などの実態の把握 
・洪水発生メカニズム（気象特性、降雨解析、洪水解析、流木の影響等） 
・氾濫被害（氾濫区域、内水外水の分類等） 
・破堤の経緯（水位変化、越水箇所、漏水箇所、時系列の状況把握等） 
・堤防の状況（地質、植栽、特殊堤、護岸、復旧活動時の支障等） 
・危機管理体制（情報伝達、警戒避難等の指示、住民行動等） 

②対応の検証 
・ 河川施設等の現状 
・ 危機管理の対応 

③再発防止の方向性の検討 
・治水対策の方向性（下流１,８００ｍ３／ｓ河道を前提とした再度災害防止対策） 
・危機管理対策 

④知事への提言 
・とりまとめ結果 


